
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
通
信 

第２６号 

 

〈
司
会
を
す
る
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ

カ
学
院
か
ら
の
交
換
学
生
、
リ
チ
ャ
ー
ズ 

ド
ミ
ニ
ク 

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
さ
ん
（
右
）
と

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
か
ら
の
交
換
学
生
、

カ
ピ
ト 

ケ
ヴ
ィ
ン
さ
ん
（
左
）
〉  

 

６
月
22
日
～
28
日
ま
で
の
１
週
間
、

第
10
回
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
を
開
催
し
ま

し
た
。
留
学
生
（
学
部
留
学
生
・
交
換

学
生
）
の
こ
と
を
関
学
の
日
本
人
学
生

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
留
学
生
と
日

本
人
学
生
と
が
交
流
で
き
る
場
を
提
供

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。 

 

交
換
学
生
が
日
本
で
す
ご
い
と
思
っ

た
も
の
を
日
本
語
で
紹
介
す
る
「
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
、

学
部
留
学
生
と
交
換
学
生
が
日
本
に
つ

い
て
の
想
い
を
日
本
語
で
話
す
「
ス 

経
済
学
部
２
年 

半
井 

翔
汰
さ
ん 

 

私
は
今
回
、
Ｌ
Ａ
と
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

留
学
生
が
、
日
本
で
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
だ
と

思
っ
て
い
る
こ
と
を
自
分
な
り
に
予
想
し

な
が
ら
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
実

際
に
参
加
し
て
み
て
思
っ
た
こ
と
は
、

「
留
学
生
の
日
本
語
が
す
ご
く
上
手
！
」

「
え 

そ
れ
っ
て
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
な
の
？
」
で

し
た
。
留
学
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
は
す
べ

て
日
本
語
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
質
疑
応
答
も
完
璧
に
こ
な
し
て
い
た

の
が
す
ご
く
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
日

本
の
ト
イ
レ
や
お
風
呂
、
家
の
玄
関
な
ど
、

日
本
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
で
か
っ
こ

い
い
と
思
い
も
し
な
い
よ
う
な
も
の
も
、

留
学
生
は
異
な
る
見
方
を
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
中
に
は
、

発
表
者
が
日
本
で
撮
っ
た
写
真
が
使
わ
れ

て
い
た
り
し
て
、
留
学
生
が
日
本
で
の
生

活
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。 

 

私
は
初
め
て
こ
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
昨
年
も
行
わ
れ

て
い
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
も
っ
と
多
く
の

日
本
人
学
生
が
、
次
回
参
加
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

Cool Japan トークショー  
         in Japanese 

ラーニングアシスタントとして参加して 

 

私
は
今
回
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

知
人
の
紹
介
で
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
い
う
お
役
目
を
い
た

だ
き
、
不
安
と
期
待
に
満
ち
た
気
持
ち
で
本
番
を
迎
え
ま
し

た
。
本
番
は
終
始
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
れ
も
私
た
ち
日
本
人

の
視
点
で
は
気
づ
か
な
い
も
の
が
多
く
、
大
変
興
味
深
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、
同
時
に
彼
ら
／
彼
女
ら
の
母
国
の
文
化
を

知
る
こ
と
も
で
き
、
新
た
な
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
に
は
交
流
の
時
間
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

留
学
生
の
皆
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
、
彼
ら

／
彼
女
ら
が
一
生
懸
命
に
準
備
を
し
て
き
た
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
た
と
と
も
に
、
自
分
も
学
業
に
も
っ
と
励
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
モ
チ
ベ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
留
学
生
の
皆

さ
ん
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
参
加
を
決
意
し
ま
し
た

が
、
私
の
方
が
留
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
刺
激
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。 

Cool Japan トークショー in Japanese 
日時：６月２２日（水）３時限 １３：３０～１５：００ 
場所：G号館 フジタ・グローバルラウンジ 
司会：リチャーズ ドミニク セバスチャン（ロンドン大学東洋アフリカ学学院） 
   カピト ケヴィン（デュッセルドルフ大学） 
コメンテーター：増原 早紀（法学部） 
        半井 翔汰 （経済学部） 
        小牧 陽輔（商学部） 
        山本 紗耶香（国際学部） 

発表者 テーマ 

1 カウフマン カユース コンスタニン （ベルリン技術経済大学） トイレ 

2 アンダーソン ニコール ダニエル （ミネソタ大学ダルース校） プリクラ 

3 オチ エリザベス エミコ （カリフォルニア・ポリテクニック州立大学） 玄関 

4 バング マリアンネ （オスロ大学） 季節で変わる商品 

5 チョーア スー リェン （ラドバウド大学ナイメーヘン校） 食券の自動販売機 

6 チョウ リンチュン （東海大学） 女子高生とことば 

7 リース アラナ ニコル （ノース・キャロライナ州立大学） シャワーとお風呂 

コメンテーターとして参加して 

文
学
部
３
年 

増
田 

茜
さ
ん 

!? 

ピ
ー
チ
発
表
会
」
、
そ
の
他
留
学
生
と
一
緒
に
楽
し
め
る
文
化

体
験
（
縁
日
、
映
画
鑑
賞
会
）
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
回
は
初
の
試
み
と
し
て
、
日
本
語
の
授
業
内
容
の

紹
介
や
、
留
学
生
が
日
本
語
で
書
い
た
成
果
物
等
を
図
書
館

ホ
ー
ル
で
展
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
展
示
を
見
た
人
に
、
コ
メ

ン
ト
や
留
学
生
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
を
付
箋
に
書
い
て
貼
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
展
示
期
間
終
了
後
に
、
付
箋
を
も
ら
っ
た

留
学
生
は
大
喜
び
で
し
た
。 

 

留
学
生
は
も
っ
と
日
本
人
学
生
の
み
な
さ
ん
と
交
流
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
や
国
際
教
育
・
協

力
セ
ン
タ
ー
で
は
、
様
々
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！ 



発行人： 関西学院大学 日本語教育センター 

発行日： ２０１６年９月３０日 

スピーチ発表会 

1限（9：00～10：30） 2限（11：10～12：40） 

国
際
学
部
２
年 

 

ゴ 

ミ
ン
ジ
ョ
ン
さ
ん 

日本語スピーチ発表会 
日時：６月２４日（金）１時限：９：００～１０：３０ / ２時限：１１：１０～１２：４０  
場所：社会学部チャペル 
司会：【１時限目】ムハンマド ザキ ルクマン （商学部） 
    【２時限目】ハワード クリストファー ジョングフン （メリーランド大学カレッジパーク校） 

発表者 テーマ 

１ 

ズヒリニア アウヂ （パジャジャラン大学） 

日本の生活 
オチ エリザベス エミコ  

  （カリフォルニア・ポリテクニック州立大学） 

２ ソン ジャクカ （文学部） 日本人と曖昧さ 

３ 
ベイカーサリヴァン アナベル ジェイン 

  （マウント・アリソン大学） 
留学生の経験 

４ ソ ウンベ （経済学部） 
日本の部活動について 
-良い点・悪い点- 

５ 
ラーセン ウィリアム （オスロ大学） 

外国人として困ったこと 
チン ユエン （国立台湾大学） 

６ 

カウス ルース  

  （サティヤ・ワチャナ・キリスト教大学） 日本での初めての経験 

タリ ディー （パジャジャラン大学） 

７ リ ユウ （社会学部） 野良犬 

８ 

デューラー ロバート シェイ  

  （ネバダ大学ラスベガス校） 日本人の本音／ 

日本人の建前 ペネド セバスチアン マウリーシーオー 

   （シドニー大学） 

９ キム ヒスン （人間福祉学部） 在日韓国人について 

１０ 

サンドヴィク ペッテル （オスロ大学） 
デートしようか？― 

日本人の曖昧な態度― デュラント ジョシュア ロバート  

  （南キャロライナ大学） 

１１ 
アルフォンソ エーベル アレクサンダー  

  （ メリーランド大学カレッジパーク校） 
関西人になる方法 

１２ ゴ ミンジョン （国際学部） 日本に来て学んだこと 

発表者 テーマ 

１ イ ジュンヒ （国際学部） なぜ俺は日本におるのか 

２ 
ファリナス シェーナ ミキハラ （ロヨラ大学シカゴ校） 

コンビニエンスストア 
コーモー アリクス グレイス （ガウチャー大学） 

３ モロコシ タケシ （社会学部） 朝食の大切さ 

４ パホモヴス ドミトリス （ラトビア大学） 
日本の強いおじいさんとおば
あさん 

５ ハイアム クレーグ オーエン （ヤングスタウン州立大学） 科学の年：明日へのステップ 

６ シム ウクジン （文学部） 地震 

７ 
リチャーズ ドミニク セバスチャン ベンジャミン  

（ロンドン大学東洋アフリカ学院） 
わたしの日本での生活 

８ リ イチゲン （社会学部） 日本の食文化 

９ 
タン エイ （ノルマンディー・ビジネススクール） 

日本の体験 
ファン ハイ タン ヴァン （ヴィアドリナ欧州大学） 

１０ イ ジョンジェ （国際学部） 日本と私 

１１ ベノア モルガン ノラ （リヨン第2大学） パンの伝説 

１２ キム ソンギュ （文学部） 夜の難波 

１３ カピト ケヴィン （デュッセルドルフ大学） 
私たちの目の前にある美しい
世界 

１４ 

アンダーソン アレックス ダビデ （アラバマ大学） 

世界と話そう！ 
フォーンセッカー サンドバル エドガー アルマーンドー 

 （西テキサスA&M大学） 

発表者 の声 

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｌ
Ａ
） 

 
 

 
 

 

木
下 

陽
子
さ
ん
（
教
育
学
部
） 

日
本
語
学
習
コ
ー
ス 

 
 

（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
日
本
語
） 

 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
日
本
語
の
授
業

で
は
、
留
学
生
と
関
わ
り
合
い
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
に

つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い

の
際
に
は
、
留
学
生
は
日
本
に
つ

い
て
の
ト
ピ
ッ
ク
を
自
分
の
国
で

の
経
験
を
交
え
な
が
ら
生
き
生
き

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
留
学
生

が
積
極
的
に
楽
し
そ
う
に
話
し
合

い
に
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、

私
が
Ｌ
Ａ
を
し
て
よ
か
っ
た
、
と

思
え
る
瞬
間
で
し
た
。 

 

ま
た
、
様
々
な
国
の
留
学
生
と

話
し
合
い
を
重
ね
て
い
く
な
か
で
、

お
互
い
の
国
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
合
う
こ
と
が
で
き
た
と
同
時

に
、
私
自
身
も
日
本
に
つ
い
て
も

う
一
度
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
授
業
を
通
し
て
留
学
生

と
日
本
の
こ
と
に
つ
い
て
共
に
考

え
、
学
び
合
え
た
こ
と
、
そ
し
て

お
互
い
に
高
め
合
え
た
こ
と
が
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
経
験
に
な
り

ま
し
た
。 

 

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
に

出
場
し
た
こ
と
は
、
今
ま
で
自

分
が
日
本
で
し
て
き
た
経
験
を

思
い
だ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
覚

悟
を
固
め
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。 

 

日
本
語
で
大
勢
の
人
の
前
で

発
表
す
る
こ
と
は
人
生
で
初
め

て
の
経
験
だ
っ
た
の
で
、
と
て

も
不
安
で
何
を
言
っ
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
ず
、
最
初
は
悩
み
ま

し
た
。
で
も
、
先
生
と
友
達
が

手
伝
っ
て
く
れ
て
、
自
分
な
り

に
じ
っ
く
り
考
え
、
い
い
発
表

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は

日
本
で
、
韓
国
に
住
ん
で
い
た

と
き
と
は
違
う
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
経
験

を
留
学
生
の
前
で
、
ま
た
、
日

本
人
学
生
の
前
で
話
せ
た
こ
と

が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
日
本
で
非
常

に
恵
ま
れ
た
貴
重
な
経
験
を
し

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
機
会
が

あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
自
分
の

話
を
た
く
さ
ん
の
人
の
前
で
伝

え
た
い
で
す
。 

こんなふうにグループで 
ディスカッションしました 

ラーニングアシスタント募集！ 

 日本語教育センターでは、学部留学

生や交換学生の日本語クラスでLAを募
集しています。アカデミック日本語の
ように学期を通じてのLAもありますが、
１回だけ～数回だけのLAもあります。
自分のスケジュールに合わせて、応募
してみてください。 
 募集情報は教学WEBや日本語教育セ
ンターのHPのほか、CIECのメールマガ
ジンでも知ることができます。留学関
連の情報も合わせて知ることが出来ま
すから、ぜひ、CIECのメルマガ“Go 
Global!”に登録してください。 

2016年秋学期も引き続きLAをしてくれる
ことになった木下さん 


